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デカバンをはしlて
走ります。
「真綿仲良し」

幼稚田児・保育圃児が田鶴した
「旗取り」

〆

さ
わ
や
か
に
晴
れ
わ
た
っ
た
同
月
1
0

日
体
育
の
日
、
恒
例
の
町
民
体
育
祭
が

遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
競
技
が
進
む
に
つ
れ
て

会
場
の
熟
気
は
増
し
、
体
育
祭
は
最
高

湖
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

選
手
や
応
援
の
人
、
会
場
に
い
る
み
ん

な
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

と
て
も
重
り
上
が
っ
た

「
年
齢
別
リ
レ
ー
」



／＼：瀧酪／磐蓮華 《な／i メシ＼一一、ii 

人気秤目「綱引き」
各区ともカを合わせてがんばりました。

応援にも熟が入ります。

」＿＿＿、／／ 藍子、‘三 ��千．： ∴∴－ヽ∴ �・∴十日・： i一応＼／江＼鳶i（ 

十　一 � �� � 

十 gも，＿ 

「ボールけり」

サッカーボールを各々袋に入れ縮んだ

ものを2人1組でけります。

なかなか思ったようには転がらないよ

うです。

一。＼＼l

町
民
の心

は
ひ
と
つ今

こ
こ
に

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
板
で
は
ね
上
げ

バ
ケ
ツ
で
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
す
。

「
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
」



ご雄勝お疲れざまでした。

第4回全国帝劇樗交流レガッタ本班大会

9月24日（日）、秋田県本荘市漕艇場で行われた同大会に、遠賀

町を代表して男子では今古賀区、女子では尾崎区が出場しました。

台風の影響を受けてか逆風が吹く中、両チーム共に健闘しまし

た。結果は惜しくも決勝戦には出れませんでしたが、交流の面では

しっかりと大役を果してきました。長かっだ夏を締めくくる実りあ

る大会でした。

／＼‾iア＿／ ∴∴ � �＼＼配 ��覇割高「常田圏 ������ 

㊥ ��∴ �� ���� 

●〃 � � �� �� 

登瀕 ��� �� � 

整二、蓋 ���寮－＿： 窪／ ���� 

届け微たちの熱い思い

甫少年の玉髄鵬
10月7日（土）に遠賀町中央公民館大ホールで、青少年の主張遠

賀町大会（遠賀町青少年育成町民会議主催）が行われました。小学

6年生から高校2年生までの16人の発表者は、環境問題や身の回り

のこと、平和についてなど日ごろ考えていることを訴えました。会

場にはたくさんの人たちが訪れ、発表者たちの話に熱心に耳を傾け

ていました。

II9人が描く、（婿歳の青春絵巻

第4屈強割印聖人式

65歳は、人生の節目。その節目を迎えて、ますます健やかに第二

の人生を「聖人君子」のように過ごしていただこうと町が行ってい

る「聖人式」が、10月8日（日）にふれあいの里センターでありま

した。午前中は高野山真言宗慈明院の住職、吉岱明海さんの識寅を

聞き、午後からは会食と懇親会を行いました。センターいっぱいに

笑顔があふれかそんな一日になりました。

∴∴∴‾∴∴∴‾「∴∴－十‾∴ 
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宮田8離潔－ 

瀾蟻圏欝／1、′ �� 
〇車線臆臆は／餅／ 
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撥掃鰹∵∵子唇 　　　∴∴ヽ〃l∴子 

脇・ら3人が功労者表彰
棺同原高輪者福祉大会

9月1日（金）に福岡市のメルパルクホール福岡で行われた福岡

県高齢者福祉大会で、遠賀町から3人の方々が功労者表彰を受けま

した。

晴れの受賞者

●県知事表彰　清末為治さん（木守）

●県老連会長表彰　江華次郎さん（西町）、柴島　弘さん（田園北）

カを合わせでI・2・3
ミニミニ運動会

10月3日（火）に遠賀コミュニティーセンターで、乳幼児約50人

が参加して、ミニミニ運動会が行われました。子どもたちは、赤白

のチームに分かれて、旋とりゲームや玉入れ、トンネルくぐりなど、

さまざまなゲームに参加し、楽しい時間を過ごしました。

i ／察／ �∴∴∴：÷： 

擬諒闇弼蹴閏醗 ∴∴．1－∴ ∴∴∴一言∴∴「∴∴ ／／慈慈測臆艶話 
十十 

子



飾晴間千路ノ本区民の制で競走

肋鋤肺ウルIラ幼糊糊訪倉で7位鵬

9月30日（土）－10月1日（日）に北九州市で行わ

れた「北九州市ウルトラ25時間駅伝」に松ノ本区の皆

さん45人が参加しました。この大会は、市庁舎の周回

コースを連続して25時間駅伝競走をするもので、松ノ

本区の45人の参加者の皆さんは、夜を徹してひたすら

走り続け、49チーム中7位に入賞しました。参加者の

皆さん、本当にお疲れさまでした。

i ：∴ 種田（）＼ 子／〔 ／／l誇三㌧ 一言∴ ∴ �÷∴　す議書8＿∴ 

襲翳藻場荏 ∴∴∴●；∴「 　。 　∴∴ 　十㌧ 

励越に見る脇防自動！郎ご大喜び

轍中央劫縮園で捕勝越競謝練

10月9日に遠賀中央幼稚園で、消防避難訓練がありま

した。園内の運動場には、遠賀郡消防署の消防車や救急

車、スノーケル車が集合し、実践さながらの訓練が行わ

れました。園児たちは、スノーケル車に乗せてもらい大

喜びの様子でした。そして、自分たちでつくったメダル

を消防士の皆さんにプレゼントして、火災予防を哲いあ

いました。

スポーツの 

小学生走力詔録会 
10月15日（日）に遠賀勤労者体育センターで小学生走力記録会が＼　五島鴻臆は回田漢書 

行われました。結果は次のとおりです。（各種目1位のみ、敬称略）　　　　　　　　　　で＼＼　　　　　鴎 

□4年生の部▽100m男子①船戸克也▽同女子①織田備美枝▽800m　紐諜綱謂配謹／粟悪漢監園国憲悪因軽率 
男子①筒井勇介▽同女子①篠崎由梨▽400mリレー男子①島田小学挑（∴ 

讃藷藷馨轢＼－＼豊∴年輩 
▽800m男子（D蔵谷勝▽走り幅跳男子①蔵谷勝 

∴　∴l■S。〇一　　∴－ ＼鸞懇華欝藷謀議 

；女子優勝（原・高・石塚）▽中学生女子優勝（安高・松井・高） 嶺臆しi／三三∴／ニ＿i黒縁襲諾男諾松井健彦’同女子高学年優勝原昌美 

ゼ　　ど　　野　　町　　爽　　　　　　　　陣停　　つ貴　　国高　　風時　　種子 
ロ　の　分　角　涼 哩　ビ　暗　に　や �俳 �りま　つ金　の会　の移　しを てり　おな　べを　苦り　き送 �笈 � �俳 短句 歌 

地　ル　む　人　砂 点　も　か　影　の �匂 �輝た　のす　ン期　者達　月り しる　ず稲　チし　増費　の足 �歌 

を　　同　　し　　の　　彫 �遠 賀 俳 麦 句 会 望 �ぐ麓　　と　穂　　にて　　えの　　照　ど �含 
ぬ　　じ　　栄　　寄　　刻 ��れの　　心垂　　ち　し　　ぬ駅　　ら　り �ん 
け　　に　　へ　　る　　波 ��す駅　　はれ　　ち　ば　　　　は　　せ重 �が 
て　湿　し　遠　も池 秋　み　み　花　砂田 ��るは　足い　ろし　変　りく河 無　らる　鴨も　わ　婦中 �！m 軟 

東商芳て岩な末火中 ��一　　人大　う　田中　き　君謀　　り　伊　　り �会 
冒　し野鰯萩　と　永　　野　　幸 ��田　　駅椙　　の野い　と　沢　　た襲　　来靖 �轍 

霊　獣キ　多　利 盈　忠　信　ミ　恵　還 ��　一　面ずつい　　りア　る書 房　大層　をえ　で国　原キ　我選 �年 

子　　子　　江　　板　　子　　　　　　　　子　　が江　　見の　　公子　　宿コ　　に 
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今からでも　遅くない　　遠賀町民学習ネット童謡繋

21世紀への生きがいづくり謹書謡驚警

芸
衛
の
秋
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

困

自
分
ら
し
さ
の
生
き
が
い
を

水
と
緑
の
豊
か
な
ふ
る
さ
と
に

詐
町
文
化
祭
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く

い
ま

「
水
と
緑
　
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
・
交

流
」
を
テ
ー
マ
に
、
1
年
間
の
文
化
活
動

成
果
発
表
の
祭
典
「
第
2
0
回
遠
賀
町
文
化

祭
言
　
は
、
1
2
日
ま
で
の
3
日
間
、
遠
賀
コ

ミ
ユ
一
二
T
ィ
セ
ン
タ
ー
と
遠
賀
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
一
部
を
中
央
公

民
館
ま
で
広
げ
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
会
場
を
一
つ
に
ひ
っ
く
る
め
で

の
　
「
作
品
展
示
会
」
は
、
六
百
二
十
人
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
九
百
点
に
近
い
作
品
に

遠
賀
町
ら
し
さ
の
学
習
領
域
の
広
さ
を
う

か
が
わ
せ
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
初
め
て
の
　
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

・
シ
ョ
ー
＆
ス
ピ
ー
チ
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
、
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
学

習
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
が
、
や
れ
ば
で

き
る
の
意
気
込
み
で
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

「
こ
と
も
の
っ
と
い
」
　
は
、
こ
ど
も
へ

向
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
大
型
紙

芝
居
ほ
か
、
ジ
ユ
ニ
ァ
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
郷
土
の
伝
統
芸
能
を

芸
術
の
渦
が
巻
く

引
き
継
ぐ
遠
賀
太
鼓
の
会
こ
ど
も
の
部
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
遠
賀
太
鼓
の
演
奏
な
ど

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

百
人
を
超
す
み
な
さ
ん
の
、
5
0
ス
テ
ー

ジ
に
も
な
る
　
「
芸
能
ま
つ
り
」
は
、
日
頃

の
練
習
の
見
せ
所
と
、
舞
踊
、
歌
謡
曲
、

民
謡
、
詩
吟
、
尺
八
・
大
正
琴
演
奏
に
広

い
芸
域
を
楽
し
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
お
と
な
の
つ
ど
い
」
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
に
始
ま
り
、
手
作
り
の
洋

装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
女
性
コ
ー
ラ

ス
に
は
、
な
ご
や
か
さ
・
楽
し
さ
を
味
わ

わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
は
、
小
笠
原
流
煎
茶
の
会

（
Ⅱ
日
）
　
や
謡
曲
の
会
　
（
観
世
流
＝
1
2

日
）
が
開
か
れ
、
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
中
央
公
民
館
で
は
、
文
化
祭
に

合
わ
せ
、
遠
賀
町
の
地
区
公
民
館
対
抗
の

オ
ン
ガ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
遠
賀
町
民
こ
ぞ
っ
て
参
加
の
文
化

祭
へ
、
ご
家
族
、
お
友
達
お
誘
い
の
う
え

会
場
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

は
、
1
0
月
2
5
日
発
行
の
広
報
「
お
ん
が
」

と
同
時
発
行
の
「
文
化
祭
の
ご
案
内
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
体
育
セ
ン
タ
ー
を
飾
っ
た
作
品
の

か
す
か
ず
（
写
真
は
陶
芸
作
品
）

ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭

『
三
脚
演
奏
大
会
』
　
も

遠
賀
町
で

遠
賀
町
か
ら

『
田
中
智
恵
子
社
中
』

『
こ
も
れ
び
コ
ー
ラ
ス
』

の
皆
さ
ん
が
出
演

第
3
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
は
、
い

ま
、
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
　
『
．
9
5
秋
2
1
世
紀
へ
新

呼
吸
－
福
岡
は
文
化
の
発
信
地
に
な
れ
る

か
ー
㌔
会
期
は
、
日
月
い
っ
ぱ
い
。
ふ

る
さ
と
の
文
化
に
、
じ
っ
く
り
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。
3
か
月
に
わ
た
っ
て
展
開
さ

れ
る
こ
の
中
で
、

県
民
芸
術
家
の
感
性
が
集
う
－
分
野
別

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
〇
三
曲
演
奏
大
会
」
　
は

遠
賀
町
で
、
日
月
1
9
日
　
（
日
）
午
後
一
時

か
ら
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
幕

を
開
け
ま
す
。
筆
、
三
鮫
、
尺
八
の
演
奏

に
、
女
性
コ
ー
ラ
ス
も
加
わ
っ
た
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
き
っ
と
み
な
さ
ん
を
魅

了
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

入
場
整
理
券
は
、
い
ま
、
中
央
公
民
館

事
務
室
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

入
場
整
理
券
は
、
一
枚
五
〇
〇
円
で
す



－“学習なかま”との出会い－

鶉繭揚陸緩
意味ではなく、意義に注意

前回、「九月はSeptemberではない」という話

でしたね。「そのほかに例は無いか」と、いろい

ろな人に聞かれました。実は、たくさんあるので

ここで2つだけをご紹介したいと思います。

誰かが私に、英語でglrlと言えば頭に浮か
ぶのか、特に国籍が分からない平凡な女性です

が、日本語で女の子と言われたら、先ず、頭に浮．
かぶのが、絶対に日本人です。不思議ですね。し
かし、この程鹿では、人とのコミュニケーション

のミスにはならないでしょう。

それでは、もう少し桓端な悪い例をあげてみま
しょう。例えば、ヒアリング「HowIShearlng？」

と、日本人どうしの会話なら、生の英語がどれだ

け聞き取れるか9の話になりますが、アメリカ人

に、全く同じように聞いても、聴力の話になって

しまいます。ヒアリングとは、もともと聴力を指

す言葉です。もっとゆっくりと喋って欲しいので
－rMyhearlngiSbad」と、アメリカ人にいえば、

耳が速い人と間違えられ、耳元で大きな声を出さ
れてしまうかもしれません。

和製英語の多くは、言葉の意味の一部だけを指
し、肝心を意義を無視していることが多いから、
この様なことになります。

辞曹だけでは、分からないことがたくさんあり

ますから、それを注意しながらがんばりましょう。

それから－MOTHER－からMをとって

も、他人にも、知人にもなりません。悪しからず。

移％一
（ロバート・マーブイ）

「ヽ

4
月
2
2
日
に
始
ま
っ
た
「
社
交
ダ
ン
ス

学
級
」
と
「
趣
味
の
園
芸
学
級
」
は
、
1
0

回
の
厳
し
い
中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の

う
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
終
わ
り
ま
し
た
。

学
習
終
了
後
、
「
社
交
ダ
ン
ス
撃
殺
し

の
み
な
さ
ん
は
、
お
互
い
が
今
後
も
遠
賀

町
の
中
に
、
学
習
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う

と
、
引
き
続
き
地
域
の
公
民
館
や
、
ふ
れ

あ
い
の
里
で
の
学
習
を
広
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
趣
味
の
園
芸
学
級
」
　
の
み
な

さ
ん
は
、
常
に
緑
化
に
対
す
る
問
題
意
識

を
も
ち
、
今
後
も
お
互
い
に
連
絡
し
合
い

な
が
ら
活
動
を
続
け
、
2
月
か
ら
は
学
習

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
計
画
的
に
活
動
を

開
始
す
る
な
ど
学
習
意
欲
は
旺
盛
で
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
の
キ
ッ
カ
ケ
に
な
れ

「
趣
味
の
田
雲
学
績
」
の
み
な
さ
ん
が

ふ
れ
あ
い
の
里
で
、
草
花
の
掩
え
つ
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
・
生
き
が
い
づ
く

り
学
習
の
お
手
伝
い
を
す
る
有
志
指
導
者

と
し
て
、
社
交
ダ
ン
ス
の
山
田
二
郎
さ
ん

（
松
ノ
本
）
が
新
し
く
加
わ
ら
れ
ま
し
た
。

有
志
指
導
者
は
、
四
十
二
人
と
な
り
ま
し

た
。
有
志
指
導
者
の
方
た
ち
は
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
学
習
意
欲
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ば
と
、
こ
の
つ
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
は
、

み
な
さ
ん
の
学
習
意
欲
に
支
え
ら
れ
、
所

期
の
目
的
を
ク
リ
ア
ー
、
今
後
の
学
習
の

広
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
終
わ
る

新
し
い
有
志
指
導
者

ご
紹
介

制
作
活
動
に
熟
中
　
－
　
参
加
の
み
な
さ
ん

児
童
文
学
講
座閉

諸

子
ど
も
の
本
に
興
味
と
関
心
を
お
も
ち

の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
た
め
の
、
児

童
文
学
講
座
が
、
春
5
月
に
開
離
し
、
夏
、

秋
と
1
2
回
に
わ
た
っ
て
の
、
楽
し
い
お
話
、

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
制
作
活
動
、
ま
と
め
の

発
表
会
に
、
み
な
さ
ん
が
ひ
と
み
を
輝
か

せ
て
参
加
し
、
1
0
月
初
め
の
開
講
式
で
ひ

と
つ
の
区
切
り
を
つ
け
ま
し
た
。

講
座
の
終
了
と
と
も
に
、
請
求
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
　
『
お
い
も
の
全
容
　
が
誕

生
、
制
作
活
動
や
実
践
活
動
を
、
早
速
始

め
ら
れ
、
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。



高齢者のための住まい

の増改築・改造を対象

とした融資を行います。

福岡県では、60歳以上の人と同

居している人（同居する予定の

人）または、高齢者夫婦世帯の人

が高齢者のために居室などを増

築・改築・改造される場合に必要

な資金の貸付を行っています。

●貸付限度額150万円

●利息　年3．0％

●償還期限10年以内

●貸付予定件数　60件

●申し込み12月20日（水）まで

に役場福祉係へ（ただし貸付予

定件数に達したときは、それ以

降の受付はいたしません。）

I言

9
か
月
児
健
康
珍
重
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
日
月
1
6
日
　
（
木
）
午
後
1
時

1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
8
か
月
～
1
0
か
月
児

（
平
成
1
年
1
月
か
ら
3
月
生
ま
れ

の
乳
児
）

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康
診
杏
葉

●
料
金
　
無
料

※
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

大
腸
が
ん
検
診
が

あ
り
ま
す

予
約
は
、
日
月
2
2
日
ま
で
に

●
と
き
　
日
月
2
4
日
　
（
金
）
受
付
午
前

9
時
5
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
4
0
歳
以
上
の
町
民
（
日
月
2
2
日

ま
で
に
予
約
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

●
料
金
　
五
百
円
（
検
診
日
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
）

●
検
診
の
内
容
　
便
に
血
液
が
混
じ
っ

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
診
る
簡
単
な

検
査
で
す
。
検
診
日
に
問
診
を
し
て
、

便
を
と
る
容
器
を
配
付
し
ま
す
。

●
そ
の
他
　
検
診
日
に
は
健
康
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診
があ

り
ま
す

今
年
度
の
総
合
検
診
は
す
で
に
終
わ

り
ま
し
た
が
、
胃
が
ん
検
診
を
受
け
た

人
が
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
た
め
、
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
多
数
で
て
し
ま

い
ま
し
た
。
「
都
合
が
悪
く
て
行
け
な

か
っ
た
・
」
「
私
の
休
み
は
日
曜
日
じ
ゃ

な
く
て
土
曜
日
な
の
∵
」
な
ど
、
様
々

な
理
由
で
総
合
検
診
に
来
ら
れ
な
か
っ

た
人
の
た
め
に
、
今
年
度
最
後
の
胃
が

ん
検
診
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員

は
五
十
人
で
す
。

な
お
、
今
年
度
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

及
び
基
本
健
康
診
杏
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
と
き
　
日
月
1
8
日
　
（
土
）
午
前
8
時

4
0
分
～
日
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
0
0
歳
以
上
の
遠
賀
町
民

（
今
年
度
0
0
歳
に
な
る
人
を
含
む
）

●
料
金
　
五
百
円

●
そ
の
他
　
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

さい。

※
注
意
　
当
日
の
朝
は
、
何
も
食
べ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
飲
ん
で
も
い
け
ま

せ
ん
。
（
も
し
飲
食
し
た
場
合
、
検

診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

わ
ん
ぱ
く
教
室
が

あ
り
ま
す

新
聞
紙
で
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
！

●
と
き
　
日
月
2
8
日
　
（
火
）
受
付

▽
0
才
児
　
午
前
9
時
1
5
分
－
9
時

50分
▽
1
才
児
以
上
　
午
前
9
時
3
0
分
～

1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
々
ノ
ー

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
就
学
前
の
乳

幼
児

●
内
容
　
保
母
さ
ん
と
の
お
遊
び
、
言

語
訓
練
士
に
よ
る
言
葉
の
相
談
　
（
予

約
制
）
、
育
児
交
流
、
お
や
つ
と
離

乳
食
の
紹
介
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
水
筒
、
タ
オ
ル
、

牛
乳
パ
ッ
ク
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
、
ハ
サ

ミ
、
ガ
ム
テ
ー
プ
、
新
聞
紙

●
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

●
料
金
　
無
料

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ
は
国
民
金
融
公
庫

政
府
系
金
融
機
関
で
あ
る
国
民
金
融

公
庫
で
は
、
大
学
や
専
修
学
校
、
高
校

な
ど
に
進
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
を
お
持

ち
の
ご
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
進
学
に
必
要
な
資
金
を
融
資

す
る
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

●
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

百
五
十
万
円
以
内

●
利
率
　
年
三
・
六
五
％
　
（
固
定
）
平

成
1
年
1
0
月
日
日
現
在

●
返
済
期
間
　
八
年
以
内
（
交
通
遺
児

家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
人
に
つ
い

て
は
、
一
年
の
延
長
が
可
能
で
す
。
）

●
措
置
期
間
　
在
学
期
間
以
内
で
最
長

四
年
（
返
済
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
）

●
保
証
　
㈱
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

ま
た
は
保
証
人
　
（
一
人
以
上
）

●
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済
、

ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
、
ス
テ
ッ
プ

返
済
等

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
八
幡
支

店
　
℡
　
（
6
4
1
）
　
1
1
1
5
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



バードウオッチング
日ごろ何気なく見ている鳥の中

には大変珍しいものもいます。

去年は、セキレイ、カイツブリ、

ジョウピタキなど23穏類の烏を見

ることができました。今年もたく

さんの烏を見つけましょう。

●期日12月3日（日）小雨決行

●時間　午前9時から徒歩観察で

3時間程度（受付は午前8時45

分から）

●集合場所　遠賀総合運動公園の

東側駐車場

●観察地　遠賀川河川敷と近くの

田んぼ一帯

●持ってくるもの　双眼鏡、筆記

用具、水筒、雨具など

●参加対象　男女問わず（小学生

以下は保護者同伴）

●参加料　300円（1人につき）

●指導　日本野鳥の会北九州支部

会員

●申し込み11月30日（木）まで

に町教育委員会社会教育課また

は、遠賀レクリエーションの会

の田中幸男さん

℡（244）1869

入場料全　　　　　　　　　　　　　く嶋位・円〉　第　第せ産　　　　ン、ィ　　　　　　　△ 

区　　　　分 ���大人 �高椴生 �中・ 小学生 �幼児 （4織田 �言一言「；「∴；高∴∴言：：発界 　　　　　　　　　　　　王宣言● 

前 売 り �第 1 糊 �普通入場券 �2，200 �1．600 �1．200 �400 �継子「「…≡ ！∴！ 日日わ賜りべとラ佐工覧会日 
パスポート券 �5，500 �4，000 �3．000 �1，000 

第 2 期 �普通入場券 �2，500 �1，000 �1．350 �400 

パスポート券 �6，000 �4，500 �3，300 �1．100 

当 日 �普通入　場券 ��2，800 �2，000 �1，500 �500 
特 �割　引　券 �1，400 �700 �500 �－ 

鮮尉 � �3，500 �1．800 �1，300 �－ 

●
と
き
　
Ⅱ
月
2
8
日
　
（
火
）
午
前
9
時

0
0
分
～
日
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

※
平
成
1
年
分
所
得
税
の
大
幅
改
正
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
は
参
加
し
ま
せ
ん

か
●
と
き
　
1
2
月
1
0
日
　
（
日
）
午
前
8
時

紬
分
～

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
祇
園
崎
運
動
広
場

●
参
加
対
象
者
　
遠
賀
郡
民
又
は
郡
内

在
勤
者
及
び
家
族

●
コ
ー
ス
　
芦
屋
町
祇
園
崎
連
動
広
場

周
回
コ
ー
ス

●
種
目
　
小
学
生
各
学
年
　
（
1
品
∵
－

2
品
）
、
中
学
生
（
3
h
）
、
一
般
（
高

校
生
以
上
）
　
（
5
h
）
、
4
0
歳
以
上

－ヽ

（
5
h
）
、
5
5
歳
以
上
　
（
5
j
）

●
申
込
方
法
　
遠
賀
町
体
育
協
会
（
遠

賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）
　
に
申

込
用
紙
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
傷
害
保
険
料

百
円
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い。
●
申
込
締
切
　
日
月
0
0
目
　
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
体
育
協
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4

あ
な
た
も
パ
ソ
コ
ン
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
プ
ロ

入
門
コ
ー
ス
）
の
生
筏
募
集

町
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
初
心
者
の
人
を
中

心
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
プ
ロ

入
門
コ
ー
ス
）
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
あ
な
た
も
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
日
月
2
0
日
か
ら
1
2
月
2
1
日
ま

で
の
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
　
（
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
午
後
1
時
か

ら
9
時
ま
で
　
（
m
回
コ
ー
ス
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
室

●
対
象
　
町
内
に
住
む
2
0
歳
以
上
の
人

●
募
集
人
員
　
二
十
人
　
（
先
着
順
）

●
内
容
　
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」

を
使
っ
た
、
簡
単
な
基
本
操
作
や
文

章
作
成
の
学
習

●
費
用
　
三
百
円
　
（
教
材
費
）

●
申
し
込
み
∴
日
月
1
5
日
、
1
6
日
に
町

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
へ

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
の
参
拙
者
募
集

教
室
の
成
果
は
大
会
で
発
揮

●
と
き
　
日
月
2
1
日
　
（
火
）
、
日
月
2
4

日
　
（
金
）
、
Ⅱ
月
2
9
日
　
（
水
）
　
（
い
ず

れ
の
日
も
午
後
1
時
0
0
分
～
9
時
）

●
と
こ
ろ
　
町
内
各
小
学
校
体
育
館

（
浅
木
小
、
島
門
小
、
広
渡
小
）
　
住

所
地
の
校
区
の
会
場
に
ご
参
加
く
だ

さい。

●
対
象
　
町
内
在
住
　
（
中
学
卒
業
以

上
）
、
在
勤
者

●
申
し
込
み
　
当
日
会
場
で
受
付

●
指
導
内
容
　
基
本
技
術
、
ル
ー
ル
、

審
判
要
領
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
1
2
月
3
日
で
す

●
と
き
　
1
2
月
3
日
　
（
日
）
午
前
9
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
今
回
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
に
参
加
さ
れ
た
人
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
チ
ー
ム
編
成
は
主
催
者
で
行
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
に
て
受
付

●
問
い
合
わ
せ
　
体
育
振
興
係

看
護
力
再
開
発
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

福
岡
県
及
び
看
護
協
会
で
は
、
看
護

職
員
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
、
就
業

の
促
進
を
図
る
た
め
、
現
在
看
護
の
現

場
を
離
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
再
就

職
に
備
え
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
1
2
月
4
日
（
月
）
－
1
2
月
8
日

（
金
）
午
前
9
時
0
0
分
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
新
日
鉄
（
株
）
　
八
幡
製
鉄

所
病
院
　
北
九
州
市
八
幡
東
区
春
の

町

一

－

一

－

一

●
受
講
対
象
者
　
看
護
職
貝
の
免
許
所

有
者
で
現
在
看
護
業
務
に
つ
い
て
い

な
い
人

●
定
員
　
五
十
人

●
受
講
料
　
無
料

●
申
し
込
み
　
日
月
2
4
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
福
岡
県
看
護
協
会
へ

℡
0
9
2
　
（
1
1
4
）
　
5
2
0
3
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遠
賀
の
む
か
し

ぼ
な
し
（
正
論
）

行
満
寺
の
秘
仏
さ
ま
（
別
府
）

別
府
の
行
満
寺
に
は
昔
か
ら
大
切
に

お
ま
つ
り
さ
れ
て
い
る
、
木
彫
り
の
仏

像
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
仏
像
は
た
い
へ

ん
由
緒
の
あ
る
も
の
で
、
唐
　
（
今
の
中

国
）
　
に
渡
っ
て
修
業
を
か
さ
ね
た
有
名

な
お
坊
さ
ん
が
、
あ
り
が
た
い
仏
様
の

お
姿
を
写
し
て
持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
も

と
に
長
い
時
間
を
か
け
て
彫
っ
た
木
仏

さ
ま
で
す
。

こ
の
木
仏
さ
ま
は
信
仰
を
深
め
れ
ば

深
め
る
ほ
ど
そ
の
御
利
益
が
あ
ら
た
か

と
い
う
こ
と
で
、
平
景
清
が
守
り
本
尊

と
し
て
、
戦
場
に
あ
る
時
も
、
い
つ
も

は
た
み
は
な
さ
ず
大
切
に
持
っ
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

寿
永
の
秋
、
平
氏
が
壇
の
浦
の
戦
い

で
敗
れ
て
か
ら
、
東
浦
は
九
州
各
地
を

流
れ
流
れ
て
、
薩
摩
の
国
（
今
の
鹿
児

島
）
　
で
お
ち
つ
き
暮
ら
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
木
仏
さ
ま
は
、
ど
ん
な

に
大
変
な
と
き
で
も
、
手
ば
な
す
こ
と

な
く
大
切
に
お
ま
つ
り
し
て
お
り
ま
し

た。

そ
し
て
、
こ
の
木
仏
さ
ま
の
役
得
を

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
広
め
て
た
く
さ
ん
の

人
々
を
お
た
す
け
し
て
お
り
ま
し
た
。

い
ま
で
も
、
目
の
病
気
に
ご
り
や
く

が
あ
る
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

宮
崎
県
の
生
白
神
社
も
そ
の
一
つ
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
景
清
が
な
く
な
り
、
そ
の

子
孫
が
木
仏
さ
ま
の
教
え
を
伝
え
広
め

て
い
ま
し
た
が
、
島
津
義
久
の
こ
ろ
、

仏
教
の
お
し
え
の
こ
と
で
彼
ら
が
薩
摩

の
国
を
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
は
る
ば
る
と
九
州
の
北
の

は
し
、
遠
賀
の
里
に
移
り
住
ん
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
地
に
お
寺
が
建
て
ら

れ
る
と
い
う
話
は
、
人
か
ら
人
へ
と
伝

え
ら
れ
「
こ
の
仏
さ
ま
に
助
け
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
は
る
ば
る
遠

い
村
々
か
ら
も
寄
付
を
持
っ
て
く
る
人

が
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
ど
な
く
し
て
、
そ
の
あ

り
が
た
い
木
仏
さ
ま
を
お
ま
つ
り
す
る

た
め
に
別
府
に
お
寺
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
寺
の
名
前
を
行
満
寺
と

し
、
木
仏
さ
ま
を
秘
仏
と
し
て
、
い
ま

で
も
厨
子
の
奥
深
く
に
祀
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
何
年
か
た
っ
た
の
ち
、
二

世
の
住
職
浄
安
師
は
、
「
こ
の
寺
に
ぜ

ひ
と
も
親
鸞
上
人
さ
ま
の
お
姿
が
欲
し

い
も
の
で
す
。
」
と
念
じ
て
お
り
ま
し

た。
し
か
し
、
お
寺
は
貧
乏
な
も
の
で
す

か
ら
ど
う
し
て
も
そ
れ
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
あ
る
夜
の
こ
と
で
す
。
浄
安
師
が

寝
て
お
り
ま
す
と
、
夢
の
中
に
木
仏
さ

ま
が
あ
ら
わ
れ
て
こ
う
い
わ
れ
ま
し
た
。

「
お
ま
え
が
望
ん
で
い
る
お
上
人
さ
ま

の
お
姿
を
買
う
だ
け
の
お
金
は
、
境
内

の
い
ち
ょ
う
の
樹
の
上
に
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
つ
か
い
な
さ
い
。
」

夢
か
ら
さ
め
た
浄
安
師
は
い
そ
い
で

起
き
上
が
り
、
境
内
の
い
ち
ょ
う
の
樹

ま
で
一
目
散
に
走
り
ま
し
た
。
す
る
と

ど
う
で
し
ょ
う
、
見
上
げ
る
い
ち
ょ
う

の
樹
は
、
目
に
も
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
明

る
く
光
り
輝
い
て
お
り
ま
し
た
。
き
っ

そ
く
樹
に
登
っ
て
見
て
み
る
と
、
素
焼

き
の
温
子
の
中
に
銀
が
あ
ふ
れ
る
よ
う

に
入
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
銀
の
お
か
げ
で
、
長
い
間
の
念
願

で
あ
り
ま
し
た
お
上
人
さ
ま
の
お
姿
を

や
っ
と
の
こ
と
で
買
い
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

村
の
人
た
ち
は
、
木
仏
さ
ま
の
思
い

に
感
激
し
、
そ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
信

仰
を
重
ね
て
ゆ
き
ま
し
た
。

そ
の
時
の
注
子
や
油
類
な
ど
は
、
行

満
寺
の
宝
物
と
し
て
大
切
に
保
有
さ
れ

て
お
り
、
夢
に
出
て
き
た
い
ち
ょ
う
の

樹
も
中
途
か
ら
一
度
焼
け
た
よ
う
な
形

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
で
も
大

空
に
向
か
っ
て
元
気
に
立
っ
て
お
り
ま

す。

輩－馨中二－


